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コンビの赤ちゃん工学より生まれた、シェル構造体のコンビメルンポップは、赤ちゃんの体の特徴、発育状況を、

心身両面より研究し、開発されたペビーカーです。赤ちゃんの居住性 ・安全性はもとより、お使いになるお母さん

にとっての操作のしやすさ、日常生活での便利性を、最新の感覚で十分配慮いたしました。赤ちゃんのすこやかな

成長とともに、ながくご愛用いただきますよう、お願い申しあげます。

(※を夙化唇F窒呈概苫富濯tと唇産≧岳衡季父t多=1璽晶尻旨昌窪飛告審宗讐告ヒご容手掛定。
形状で一体イしした新構造です。

 )

赤ちやんのために お日さんのために

1)居 住性は?

●メルンポップは、クッション性の良い綿をたっしSくり

使用 して赤ちゃんにソフ トな座 りごこちです。

04段 階 リクライニングで、ベッ ドに寝た姿勢が保て、

2ヵ 月の赤ちゃんにも安心です。

2)快 適性は ?

●ハンドルの方向切り替えで、お母さんの顔を見たり、

外の風景を見たりできます。

●シートは、汗かきの赤ちゃんのため、表地は綿100%

素材を使用しました。

●シートは、簡単に取りはずせ水洗いできるため、い

つも'奇黎な状態で使用できます。

3)安 全性は ?

●コンビ独 自の振動吸収機構 と大型タイヤで、悪路で

も、小さな赤ちゃんへの影響を極力少な くしました。

●外部からの突然の衝撃や振動は、大型のガー ドやシ

ー トと幌で、 し つかリガー ドします。

●ブレーキは確実性の高いダブル回ック方式を採用 し

ました。

●シー トベル トは、赤ちゃんの成長に合わせて調整で

きるので、赤ちゃんを優 しく、 しっかリホール ドし

ます。

1)操 作性 |よ?

●ベビーカーの開閉、ハンドルの方向切り替えが、片手

ワンタッチでできる手元操作レバーが付きました。

しかもオ旨を離すと、レバーが自動的にロックされる

安心設計です。

●リクライエングは片手操作。赤ちゃんを抱いたまま

採始功ヤできます。

●ワンタッチ操作のバックルなので、簡単に赤ちゃん

をベビーカーに乗せ降ろしができます。

2)移 動には ?

●キャスター機構の車輪により、方向転換がスムーズ

に貿チきますL

3)お 買物は ?

●ジャンボカゴで従来のお買物の不便さを解消しまし

た。またカゴを使用 しないときは、コンパク トに収

納できます。

お買物を入れたまま、カゴを取りはずして持ち運び

力章できます。

●赤ちゃんを乗せて、フルリクライエングしたときも、

背もたれを起こさずに大きな荷物を入れられます。

4)収 納性は ?

●コンパクトに折りたため、自立しますので収納場所

をとりません。

5)お 洗濯は ?

●シートが簡単にはずれ、洗濯機で水洗いができるの

はメルンポップだけの特長です。またサイドパッR

幌も簡単にはずして洗えますので、汚れたとき大変

便利です。
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※折りたたみレバーはオ旨を離すと自動的に回ックされる安心説計です。

手元のホワイトの折りたたみレバーを内側に

①押し込み、②引き上げてください。

次に、ハンドルを真上に持ち上げるようにしま

すと、自然に組み立てられます。(ひらきはじめ

たら折りたたみレバーを指から離してください。

組み立てと同時に自動で回ックされます。)

※ジヤンボカゴ ・幌 ・サイドパッドをはずし

た状態で梱包されています。5ページ及び

7ページ ・8ペ ージを参照の上取り付けて

ください。

ご・江 ・意 走行中は、手元のレバーを引き上げな

いようにレバーから指を離してください。誤操作の

原因となります。

②引きあげる



手元のグレーのハンドル切り替えレバーを①引き出し、

②引き上げてください

(ハンドルロックが解除されハンドルの方向を替えること

ができます。)

ハンドル方向

(対面)

ハンドル方向

(背面)

②引きあげる

ご:注・意8蹴 掲軽督浄鞣及揚?ナ(萱a鱗料猪安
ts紙

ミヤキ厨呈緑智評並
なります。

●背面押しのとき

〔前輪を回転 させる場合〕

キャスターストッパーを下に

さげロックを解除します。

〔前輪を回転させない場合〕

進行方向

進行方向にわずかに前進させ

るとキャスタース トッパーーが

前方になります。この位置で

ロックしてください。

-

前側でロック

赤ちゃんの首のすわる (3～ 4ヵ 月頃)ま ではフル リク

ライエングにしてお使いください。

〔背を径Jすとき〕
背部中央のリクライエングレバーを指先で握り、そのま

ま背を倒してください。アームがスライ ドして170°まで

行」れます。中間位置で止めたい場合はリクライエングレ

バーからす旨をはなせば自動的に中間位置で固定されま抗

(背 を 立 て る と き 〕

リクライエングレバーを指先で握り、そのまま背を起こ

してください。

中
　
緋

●対画押しのとき

〔キャスターを固定する場合〕

進行方向

進行方向にわずかに

前進させるとキャスター

ストッパーが後方になります。

この位置で回ックしてください。 後側でロッ

ご・注・意 キヤスター回ックの位置を間違えて使用し

ますと、大変押しづらくなりま曳 ハンドルの方向(背

面 ・対面)に あった正しい位置でご使用ください。

ご・注・意 ベビーカーを折りたたむ場合は必ずリクラ

イエング角度をいちばん立てた位置に戻じてください。



〔カゴのセッティング〕

図のように、カゴ①部を本体
の⑤部に完全に差し込んでく

ださい。

〔カゴを使用しないとき〕
カゴフックを本体背部のカゴ

フックホルダーにセットして

ください。

〔カゴをはずすとき〕
カゴを開いた状態で

①カゴ枠の左右を交互に後方

へ強く引き上図⑥部の回ッ

クを解除してください。

②カゴの両サイドを持って後

に引きぬいてください。

(フ ル 1」ク ラ イ エ ング 時 の カ ゴ の使 い方 )

背もたれを倒して、フルリクライエングにしたときは、

カゴの上部を開くことで、フルリクライエングの状態の

まま荷物の出し入れができます。

①カゴを開くときは、図のように本体をささえて操作し

てください。①カゴ枠の中央部を手前に軽く引きなが

ら、⑥カゴ枠を下げてください。

②下げたカゴ枠を戻すときは、図の

ように両手でカゴ枠を持ち、規指

でカゴ枠を軽く押さえながら持ち

上げてください。

フルリクライエングの】犬態

ここを中心に

カゴ本牛を上げる

●カゴに角のとがった物を載せるとメッシュの部分を傷つけることがありますのでご注意ください。

●カゴ枠に重量物を載せたり、無理に押し下げると変形することがありますのでご注意ください。

●カゴには10k9までの荷物を入れられますが、縦長の重量物をカゴに載せる場合は、横にねかせてご使用ください。



シ ートがリクライエングの位置にある場合は、

背をいちばん立てた位置に戻してください。

①左右の幌レバーの関節部を下から指で押し

上げてから⑤幌を後部にたたみます。たたん

だ幌をガー ド側に倒しておくと、折りたたみ

やすくなります。

ハンドルが対面位置にある場合は、ハンドル

を背面位置にしてください。

車輪のキャスターストッパーを、ステップの

ある前方向でロッグしてください。

ジャンポカゴを、本体背面に戻してください。

白いレバーを①押し込み、②引き上げてくだ

さい。ハンドルを下図のように軽く持ち上げ

ながら矢印方向に力を加えると自然に折りた

ためます。折りたたみはじめたら、レバーか

ら指をはなしてください。

対面位置 背面位置

団背面位置

ロリクライニング
位置直す

②引き上げる



〔組み立て方)

①①図のように幌の先端部、後部を持ってひろげてください。

③次に左右の幌レバーの関節部を指で押し固定してくだ

さい。

(幌のたたみ万)

②①左右の幌レノ洋の関節部御子か域旨で押し上げてから

⑤幌を後部にたたみます。

(幌をはずす場合〕

③⑥幌のジョイント部分を図のように後ろに水平に引き

抜いてください。幌をはずすことができます。

ご・注・意
ペビーカーを折',たたむ時は必ず幌はたたんでください。 ③①

③①

〔ガードを取りはずす場合〕

①図のように、ひじかけの下側にある、ガー ドジョイン

トボタンを上に強く押し上げながら、ガー ドを前方に

引き抜いてください。

②座画のシー トをあげると、ガー ドキャップ (ガー ド穴

用フタ)が あります。本体座面の裏から指でガー ドキ

ャップを押し上げてはずし、ガー ド穴の中に押し込ん

でください。

ご・注・意
ガー ドを取り付ける場合は、突起を下にして押しこみ、

確実にセットされたか、ひっぱってチェックじてください。

②引き抜く

③ガードキャップを
取り付ける

①ジョイントボタンを強くす甲す

足受けを使わないときは図のようにシー トのホックをは

ずし、足受けバーを①前方に引き出し、②内側に折り込

んでください。

ご・注・意
足受けを使用する場合は足受けパーがきちんとセット

されているか確認してください。
①前方に引き出す

側に折り込む



図のようにフルリクライエング状態にして、シー トの左

右 3ヵ所ずつのホックをはずし般、腰ベル トをシー ト穴

からぬいて、次にシー トを真上に引き抜 くと、シー トが

本体よりはずれます。

ご・注・意 シートを本体にセットする場合、ホック

を確実にかけたかチェックしてください。
ホック

ベビーカーから離れるときは必ずブレーキをかけてくだ

さい。後車輪内倶」左右のフレーキレバーを下に作」した後

ベビーカーを前後に軽 く動かしてブレーキが正 しくかか

っているか確認 してください。

サ イ ドバ ッ ドを取 リイ寸け
る場合 は、 リ クライニ ン

グをいちばんイ至」した角度
に して、(卜白い突起 をひ
じか け内側前部の穴 に差
し込 み、水平 に うt/ろに
スライ ドさせ、 2後 部の
ホ ックをはめ て くだ さい

はずす場合 は、上 記の逆
の手順 です。

↑

ブLンーキ解1妹

ブレーキされた状態

ご。注・意

カーに乗せることは危険

ですのでおやめください。

瞥音、ダとせえを更と生澄

シー トベル トの長 さは、赤ちゃんの成長に合わせて調整

できます。

腰ベル トは、右図の

ように本体背部のベ

ル ト穴位置を変更で

きます。

クルを前に押し出すよう

にすると、簡単にはずす

ことができます。

万一、股ベル トをはずし′た場合や、腰ベル トから差 し込

みバックルをはずした場合は、図 AIBlのように確実にセ

ットしてください(      B腰
ベルト

〔バックルのはず し方 )

図のように持ってブレス

ボタンを強く押し、バッ

ご 。注 ・意 股 ベル トは、端末まで 5C吐 辻捺裕 を持

って、図①のようにセットしてください。

ご・ンェ・〕盲 赤 ちゃんは、 1才 前後から活発に動くようになります。赤ちゃんを適切にホール ドする為にベル トは、

大人の規指が入る程度のすき間を残し、しっかりと締めてください。

A月父/ミルト



●シー トは、洗濯機で丸洗いできます。

水流調整を③にセットして、通常の洗剤を使

用 してください。脱水 した後、形をととのえ

てから日陰で平千 しして ください。'票白斉」は

使用しないでください。

●ベビーカーをご使用になる場合は、完全

に開いた】犬態であるか、ハンドルを上下

させて確認してからごイ費用ください。

●歩道等の段を上がる

時はハン ドル方向を

対面ではなく背面に

してご使用 ください

●ガー ドが付いていま

す力ヽ 安全のためシー

トベル トは必ず締め

てください。

またシー トベル トを

締めていても万一の

立ち上りに対しては

十分ご注意ください。

●坂道等危険な場所はもちろん、路上でも、乳幼児を乗せ

たまま離れることは絶対に避けてください。また乳幼児

を乗せたときや空車であっても坂道等で、ブレーキを過

信しないようにご注意ください。

●空車であつても危険な場所での放置は絶対に避けてくだ

さい。

●幌、サイ ドパッド、足カバー等は

ブラシ洗いしてください。水洗い

した後、乾いた布で水分をvS、き取

り、陰千 ししてください。

● 2人 乗 りや、中で赤ち

ゃんを立たせることは

危険です。またシー ト

以外のところに乗せな

いでください。

●乳幼児を乗せたまま持

ち上げて移動 しないで

ください。階段等で手

を滑らせると大変危険

です。

●幌やハン ドルの上に

物をのせたり、掛けた

りしないでください。

●お手元の操作レバーは操作後は必ずレバーから指を離し

てください。51き上げたまま走イ予しますと、 回ックされ


